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平成7年度廃液処理・排水状況
無機廃液部門
　無機i廃液の発生量は昨年度に引き続き11，000　eを超えている。近年ゆるやかな増加あるいは横ばい状態
で推移しており，今後もこの発生量傾向は続くものと思われる（図1）。しかしながら，これは発生量か
らの傾向であり，無機濃厚廃液の処理困難性から言えば，一回当たりの処理量の減少が顕著であり処理回
数の大幅増につながっている。例えば，昭和61～63年当時の3ケ年では重金属廃液23，316　eの発生量に対
し処理回数は35回（6662／回），平成1～3年では同26，248　eの発生量に対し処理回数51回（515〃回），
平成4～7年の4ケ年では同35，201　eの発生量に対し処理回数は実に76回（463〃回）にのぼり，10年前
と比較すると1回当たりの処理量は約3割減となっている。
　これは無機濃厚廃液の有機化によりCOD成分が高く，従来の処理量では岡山県の厳しい排水基準を満
足させる事が困難となっているためである（無機濃厚廃液のCOD値は3，000～5，000㎎〃と排水基準値
の100倍となっている）。
　有機物を多量に含むと思われる廃液の一部は，処理困難廃液として一昨年より天日乾燥による処理をわ
ずかながら取り入れるようにした。今年度は約200・e程度の廃液を天日乾燥処理として受け入れているが，
簡易の処理施設しかなく未だ全ての廃液を処理するには至っていない。天日乾燥は簡単な処理方法ではあ
るが，時間，場所，安全性を要求される処理方法であり，これらの要求が満足されなければ安易に採用す
るわけにはし｛かない。無機濃厚廃液のうち天日乾燥を採用した方がよいと考えられる廃液は，年数百eに
のぼり今後ともこの傾向は続くと考えられる。環境管理センターでは安全性を考慮した天日乾燥床の検討
に入っているが，まだ現実化していない。
　毎年技術指導員の方々にお願いしているところではありますが，無機濃厚廃液中にできる限り有機物を
混入させないこと及び重金属類の濃度が極端に高く搬入できない廃液が見受けられます。無機廃液として
センターの受け入れ検査（プレテスト）に合格するには重金属類濃度として1000～2000mg〃（0．1～0．2
％）程度であることを認識して頂き，実験・研究では使用する薬品類を必要最小限量にするとともに使用
した器具類をゆすいだ洗浄水も貯留タンクに十分貯留するようお願い致します。
　平成7年度の無機廃液の部局別年間搬入量を表1，前期，後期の早期別の搬入量を表2，最近10年間の
年度別無機廃液搬入量の推移を図1示す。平成5年度は廃液収集が1回しか行われなかったため，廃液発
生量が少なくなっている。
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表1　無機廃液年間搬入量（平成7年度部局別） （単位：の
部　局 遺伝 固地 教育 理 医 丁丁 歯 歯病 薬 工 環理 農 教企 資生 環セ 大院 医短 津専 合　計
重金属 0 0 720226649 5 0 0 6252330300481264040 3400 160 0 9956
水　銀 0 0 0 17140115 0 0 35 20 0 375 0 0 0 0 40 0 742
シアン 0 0 20 3870 140 0 30 55 43 0 30 180 0 100 0 10 0 716
合　計 0 G 7402321259 260 30715239300886 28204 4400 210 0 11414
表2　集期別無機廃液搬入量 前期（平成7年6月） （単位　の
部　局 遺伝 固地 教育 理 医 医病 歯 一病 薬 工 環理 農 教企 資生 環セ 大鑑 医短 津専 合　計
重金属 0 0 420129619 0 0 0 3251430 3001791820 40180 0 80 0 6129
水　銀 0 0 0 17 120 0 0 0 5 0 0363 0 0 0 0 0 0 505
シアン 0 0 20 38 0 0 0 0 45 18 0 0 140 0 60 0 0 0 321
合　計 0 0 4401351139 0 0 0375 1448300542196040240 0 80 0 6955
後期（平成7年12月） （単位　の
部　局 遺伝 固地 教育 理 医 医病 歯 歯病 薬 工 環理 農 教企 資生 環セ 同院 医短 津専 合　計
重金属 0 0 300970 30 5 0 0 260 900 0 30282 0 160 0 80 0 3827
水　銀 0 0 0 0 20 115 0 0 30 20 0 12 0 0 0 0 40 0 237
シアン 0 0 0 0 70 140 0 30 10 25 0 30 40 0 40 0 10 0 395
合　計 0 0 300970120260 0 30300 9450 344 8600 200 0 130 04459
（e）
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有機廃液部門
　有機廃液の搬入量及び処理量は近年急激に増加していると言ってよい（図2，3）。昨年の環境制御の
同稿でも述べたが，アセトニトリル含有水系廃液を含めた難燃性水系廃液の急増により，難燃性処理量は
30～50％の上昇を続けている。平成4年度の処理装置改修により，廃液処理量は大幅に増大したにもかか
わらず，このままの上昇を続ければ処理できない廃液が蓄積されていくことが予想され，何らかの対策を
検討しなければならない時期にあると言える。
　処理量の急増は，処理日数にも表れている。今年度の処理日数は101日と初めて100日を超えた。有機廃
液処理は燃焼処理を行うという特性から，7～8月の高温期には廃溶媒調整の安全性が十分に確保できな
いため処理を中止し装置のメンテナンス期間としている。逆に1～2月の低温期には，冷却水の凍結及び
ポンプ，配管内の凍結といったトラブルが想定されるため，同様にメンテナンス期間となっている。した
がって，有機廃液処理が可能である期間としては3～6月及び9～12月の2回，旧約8ケ月である。この
うち大学行事，センター行事その他により処理のできない日数を考慮すると，年間130日程度が有機廃液
の処理が可能な日数といえるであろう。現在の処理日数100日はまだ余裕が有るとは言えない状況である。
　平成7年度の有機廃液の部局別年間処理量を表3，部局別年間搬入量を表4，前期，後期の処理期別の
処理量を表5，最近10年間の年度別有機廃液処理量の推移を図2，最近10年間の年度別有機廃液搬入量の
推移を図3に示す。
表3　有機廃液年間処理量（平成7年度部局別） （単位：の
部　局 遺伝 固地 教育 理 医 同病 歯 難病
?
工 特製 農 教企 資生 環セ 大院 医短 津専 合　計
可燃性 80 07033001040250 800 251099203603670 0 64080 0 20 0 22740
難燃性 220 0 05008170 206011 02780 783004580 052300 0 150 032350
合　計 300 0 703800 9210 2310910 5290 177503608250 0587080　． 0 170 055090
表4　有機廃液年間搬入量（平成7年度部局別） （単位　の
部　　局 遺伝 固地 教育 理 医 医病
?
歯痛
?
工 環理 農 出潮 資生 環セ 大院 医短 津島 合　計
非塩素 30 12 0870 170 2100 019897220340 1070 0 0 0 20 0 11951
廃溶媒
含塩素 10 0 0310 165 09 0 70325 2 293 0 65 0 0 0 0 1330
廃　液 難水系 12 040 40 89223030 0 24712600 265 0 33030 0 30 0 3486
合　　計 52 12 40 1220 1227 440140 02306880534216280 39530 0 50 0 16767
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表5　処理期別有機廃液処理量 前期（平成7年4月～7月） （単位　の
部　局 遺伝 固地 教育 理 医 四病 歯 歯病 薬 工 環理 農 教企 資生 環セ 大院 医短 津専 合　計
可燃性 0 0 0 1640640 30 800 0 153057101702720 0 130 0 0 0 0 13340
難燃性 0 0 0 5005020 480110 0 12804860 03080 0 3510 0 0 0 0 18840
合　計 0 0 021405660510910 02810105701705800 03640 0 0 0 032180
後期（平成7年10月～12月）（単位　の
部　局 遺伝 固地 教育 理 医 医病 歯 歯病 薬 工 環理 農 教企 資生 環セ 大院 医短 津専 合　計
可燃性 80 0 701660 430 2200 0 9804210190950 0 51080 0 20 0 9400
難燃性 220 0 0 0 3870 15800 015002970 0 150G0 17200 0 150 013510
合　計 300 0 70 166043001800 0 0248071801902450 0223080 0 170 0 22910
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　現像廃液及び定着廃液の収集を9月に行った。医学部の写真廃液搬入量が依然として多く，全搬入量の
4割以上を占めている。その他の部局では工学部が減少したもののほぼ同量の廃液が搬入されている。
平成7年度の各部局別の搬入量を表6に示す。
表6　写真廃液搬入量（平成7年度部局別） 平成7年9月　　（単位：㎏）
部　局 保管 遺伝 固研 図館 教育 理
? ?
薬 工 環理 農 教企 資生 大院 合　計
現像液 0 0 0 0 138 212629 0 177 208 0 80 0 15 0 1459
定着液 100 0 0 0 67 132 4740 68 92 0 69 0 13 0 1015
合　計 100 0 0 0 205 3441103 0 245300 0 149 0 28 0 2474
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洗浄・生活排水部門
1．最終放流水
1．1　水質分析結果
　平成7年度の津島地区各団地の最終放流水（公共用水域放流水）の水質測定結果（定期分析日10時，14
時，16時測定のうち14時の値のみ）を表7に示す。生活環境項目については，北団地でBODが上乗せ基
準値の平均値20mg〃を5回目越えている。また全リソが東団地で1回，県の指導基準を越えている。こ
れは平成8年4月1日から施行された全窒素及び全リンの上乗せ基準値（全窒素：50（25）mg／e，全リソ
6（3）mg／e）でみると，非常に厳しい状況であり，特に合併浄化槽の処理技術検討，処理水の水質調査等
も重要な課題となってきた。
　有害物質については，4月に北団地でジクロロメタンの異常が発生した。さらに2月に北団地でベソゼ
ソの異常が検出された。これらについては，次節で示す水質調査において，発生源はほぼ特定された。
1．2　汚濁負荷量等計測結果
　津島地区のCOD値に係る汚濁負荷：量の測定結果と総排水量をまとめ図4に示す。年間平均排水量は
709m3／日で前年度よりも減少した。5月と7月の排水量が多い日があるのは，大雨によって排水管路へ雨
水が流入したためである。7月5日のピーク値は，岡山市への届け出排水量：2695㎡／日を大幅に越した。
汚濁負荷量は，年間平均7．4㎏／日（COD値に換算して10mg〃）という結果であり，決して好ましい結
果でなく，更に低減するよう努めなければならない。
2．部局実験洗浄排水
2．1　pH異常発生件数
　表8は，平成7年度の各部局の実験洗浄排水pH異常発生件数を示したものである。　pH異常の発生回
数は平成5年度の56件，6年度の29件に比べ徐々に減少している。これは様々な教育活動を通じて，排水
の取り扱いに注意を払うようになったものと考えられる。
　異常の内訳は酸性異常が殆どで，時問外（勤務時間外）の発生率は，全体の約7割で例年と同様であっ
た。pH異常は，健康診断での血圧異常と同じようなもので，異常を確認した時点では色々な障害が発生
していることが多い。すなわちpH値の異常以外に有害物質の取り扱い等においても誤っている可能性が
高いために注意を要する。
2．2　実験洗浄排水の水質調査
　毎月の定期分析時には最終放流水と同様に部局実験洗浄排水も10時，14時，16時に採摂して，現在最終
放流水で異常が発生する可能性が高い項目，すなわちBOD，大腸菌半数，ジクロロメタン等の有機塩素
化合物，ベンゼン等について直ちに分析調査を行っている。その結果，複数の部局でBOD，大腸菌群数
が管理目標値（表7の上乗せ基準と同じ）を超えることが多い。BODの異常に関しては，実験洗浄系の
配管経路へ学生等の居室からの生活排水や有機溶剤等が流入している場合もある。それぞれの流しの使い
方についての再確認と流しの用途変更を含めて全学的に再検討する必要がある。また最近，病原性大腸菌
一43一
による食中毒事件が多発している事態にかんがみ，確実な滅菌を行うように徹底しなければならない。異
常の多かった部局では，内部の配管経路の調査を行い特定できたところもあった。
　平成7年度前半には，ジクロロメタンが最終放流水とともに非常に高い濃度で検出された部局があり，
部局とセンターとが協力して内部の配管経路の分析調査を実施した。このことによって部局内での発生場
所も特定できた。その後は異常は発生していない。特にセンターでは，有機塩素化合物の取り扱いについ
ては，注意を喚起する一方，アンケートによる排出特性の調査や希薄排水の処理技術の検討も行っており，
全国の大学等廃棄物処理施設協議会会報に研究成果とし報告している。
　しかしベソゼソについては，部局実験洗浄排水においてしばしば異常が発生しているために厳重な注意
が必要である。さらに要監視項目として掲げられているクロロホルム，トルエン，キシレン等は，学内で
よく使用される物質であるために特に注意が必要である。
　これらの水質調査には，GC・MS（ガスクロマトグラフ・質量分析計）による測定が不可欠であるが，
当センターでは未設置であるために（申請中），GC・ECD（同上・電子捕獲形検：出器）等による分析
を行っている現状である。より早く充実することが望まれる。
3．生活排水
　全窒素および全リソの上乗せ基準の適応に先駆け，様々な水質調査を行ってきた。全窒素および全リソ
は，実験洗浄排水については全く問題なく，生活排水による合併浄化槽からの処理水が問題である。当然，
合併浄化槽処理水の占める割合が多い最終放流口では，異常になる確率が高い。先にも述べているが，最
終放流水の全リソは，現状ではこの新しい上乗せ基準の日間平均値を越えることがしばしばある。また，
これまでも何回か県の指導基準を越えたため注意を受けている。
　対策として，洗剤については，無リソのものを適量使用することを徹底させている。最近は市販されて
いるものは，殆どが無リソと言われるが？…。食堂や宿舎等からの排水については，残飯類の取り除きや，
食べ残りの排出防止による排水への負荷低減を呼びかけている。一方，設備的には，現在の合併浄化槽は
高度処理設備が備えられていないことと，下水道の整備計画も遅れているため，前項の解説でも紹介して
いるような何等かの対応を取るべきであろう。
　さらに全窒素および全リソの問題以外に，合併浄化槽からの汚泥が流出することによるBOD，　COD，
浮遊物質の値が高くなるという問題が時々発生している。これらの問題点は，設備やその運転方法以外に
汚泥の引き抜き回数，濃縮方法等についても検討が必要である。
　大腸菌罪数については塩素消毒を行っているため，何れの調査についても検出されていないが，塩素の
最適使用量：や塩素を用いない消毒法の検討が必要である。
4．共同業務
　例年どおり部局と環境管理センターとの水質管理に係わる共同業務による点検を実施した。水質管理に
関する啓蒙活動や定期的な清掃で，配管経路への汚泥等の堆積等は少なくなってはいるが，多量の汚泥あ
るいは異物が溜っている箇所がある。これらの実験洗浄・生活排水経路の異物により排水設備のトラブル
が多発しているので厳重な注意をお願いしたい。ある学部では異物によるポンプ故障で，連休中に広範囲
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の電気供給が止まり大事になった。
　異常である箇所は，発生源を把握することと，その排出者に注意してもらうことが重要である。そのた
めにも異常が多い部局では，共同業務に水質管理員以外の教官の方にも参加して頂いている。平成7年度
の点検結果の概要は，表9のとおりである。
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表7－1　平成7年度　最終放流水水質分析結果
測定項目 生 活 環 境 項 ?
年月日
（単位） pHBODCOD浮遊物質 ヘキサソ鰹o物質 フェノ[ル類 銅 亜鉛 溶解性鉄
溶解性マソガソ
全クロム フツ素 大腸菌Q数および団地名 一 mgμ㎎μ mgμ 旧9μ ㎎μ mgμmg／fmgμ ㎎〃 ㎎μmgμ 個／α㎡
　9．7一　　曹　一　　曹　雪　，　　胃　　，　　，　　， 4 　0．02，　一　　一　　一　　一　　爵　9　　，　曹　一 〈0．010．040．10 0．02＜0．03〈0．1 0
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西団地 7．0 4．4 8．64 ＜0．5〈0．01＜0．010．05 0．06＜0．01＜0．03＜0．1 970
北団地 6．9 9．3 7．6 9 0．5＜0．01 〈0．01．04 0．07 0．04＜0．03＜0．1 480
一　　一　　冒　　一　　■　　一　　一　　一　　曹　　， ，　　一　　一　　一　　一　　一　　　一　　一　　一　　一 一　　一　　冒　　一　　冒　　曽　　曹　　一　　　，　　， ■　　一　　一　　冒　　一　　■　　暫　　一　　　，　　暫 9　　曹　　曽　　曹　　，　　一　　一　　一　　F　　一 一　暫　　R　　一　　，　　一　　一　　，　　一 曽　一　　冒　冒　■　　曹　　一　　冒　　幽　　＿ 曽　　一　　曹　　停　　，　　雪　　P　　，　　一
7月6日東団地 7．2 5．2 5．5 3 ＜0．5〈0．01＜0．010．02 0．03 0．04 〈0．03＜0．11300
一　　一　　曽　　■　　，　　一　　雫　　一　　　一　　一 曽　　一　　　曹　　曽　　9　　，　　曹　　｝　　　甲　　F 一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一 一　　■　　一　　r　　幽　　一　　＿　　曹　　一 ■　　冒　　一　　一　　・　　　冒　　曽　　曹　　F　　¶
西団地 6．8 16 10 12 1．0〈0。01＜0．010．07 0．09 0．02＜0．03＜0．1 0
北団地 6．4 6．1 7．5 7 〈0．5 ＜0．01〈0．010．04 0．12 0．06＜0．03＜0．1 2
一　　一　　一　　一　　■　　一　　一　　一　　一　　陶 曽　曹　　”　一　　騨　　一　一　　一　　一　一 ，　彌　　¶　　魑　　r　　，　　，　　一　　一 一　　一　　一　　■　　一　　一　　●　　＿　　回　” 一　　一　　■　　■　　冒　　曹　　，　　曽　　曹
8月2日東団地 7．1 0．7 5．1 2 ＜0．5＜0．01 ＜0．01．01 0．02 0．01＜0．03＜0．1 0
■　　一　　■　　一　　『　　曹　　，　　層　　，　　， 曹　曹　　一　　一　　9　　9　　響　　・　　，　一
西団地 6．4 10 11 4 ＜0．5〈0．01＜0．010．06 0．14＜0．01〈0．03＜0．1 0
北団地 6．6 7．0 7．6 3 く0．5〈0．01＜0．010．07 0．09 0．02〈0．03＜0．1 0
一　　　一　　一　　一　　■　　曽　　一　　一　　曹　　一 一　　一　　冒　　・　　曽　　一　　口　　，　　　腎　　一 一　　一　　一　　一　　曹　　幽　　一　　一　　曽 曽　　9　　　曹　　曹　　■　　，　　曹　　一　　胃　　P 一　　｝　　　P　　一　　，　　一　　一　　一　　一　　一 一　　一　　一　　■　　一　　一　　一　　一　　冒
9月28日東団地 7．0 0．9 6．8 3 〈0．5〈0．01＜0．010．06 0．04 0．02＜0．03＜0．1 0
一　　冒　　冒　　曹　　曹　　曹　　一　　曹　　，　　， 一　　一　　一　　一　　一　　一　　■　　冒　　■　　一 一　　曽　　一　　9　　一　　，　　，　　一　　　雫　　一 一　　一　　一　　一　　一　　一　　■　　一　　一　　b 曹　　曹　　曹　　曹　　曹　　，　　鱒　　一　　一　　一 曽　一　　一　　曹　　曹　曹　需　　，　　，　　甲 一　　一　　一　　層　曹　－　　曹　　曹　　， 一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　蟹　　曹
西団地 6．6 11 7．4 2 〈0．5 〈0．01〈0．01 0．060．12＜0．01〈0．03＜0．1 0
北団地 6．6 8．8 8．4 5 〈0．5〈0．01＜0．010．06 0．09〈0．01＜0．03＜0．1 0
一　冒　　一　　一　　曹　　一　　一　　曽　　璽　曹
10月19日
一　　一　　冒　　一　　■　　曽　　曽　　曹　　曹　　，
健c地
”　　一　　一　　一　　一　　　一　　一　　一　　一　　一
@6．5
一　　冒　　一　　■　　曹　　曹　　曹　　曹　　層　　騨
@1．2
，　　弓　　一　　一　　一　　一　　■　　一　　一　　噌
@7．2
■　　■　　■　　冒　　一　　一　　曹　　曽　　，　　，@4〈0．5ｭ0．01〈0，01一　　一　　一　　噌　　曽　　曹　　曹　　曹　　曹O．13曾　　胃　　　｝　　，　　胃　　，　　願　　一　　一　　一Z．03 0．05曹　　曹　　，　　卿　　雪　　層　　層　　，　　｝　　一ｭ0．03一　　一　　一　　一　　願　　一　　一　　一　　｝　　一ｭ0．1@〇
一　　冒　　一　　一　　暫　　曹　　回　　胴　　曹　　「 一　一　｝　　一　　一　　一　一　　一　　一　　一 曹　一　　，　　、　　一　　，　　一　　願　　一 曽　　一　　盟　　刷　　雫　　｝　　｝　　一　　一 曽　暫　　一　　曽　　一　　■　　一　　一　　冒　一
西団地 6．4 14 12 2 ＜0．5 〈0．01〈0．010．10 0．11＜0．01〈0．03＜0．1 0
北団地 6．6 24 8．8 6 ＜0．5 〈0．01〈0．010．07 0．18〈0。01＜0．03＜0．1 25
∴二＝＝＿＿一 ■　　噛　　一　　一　　一　　暫　　曹　　9　　闇　　， 曹　　．　　　，　　胃　　雪　　P　　，　　F　　一　　一
11月9日東団地 7．3 2．1 11 3 〈0．5〈0．01＜0．010．04 0．10 0．03＜0．03＜0．1 0
一　　■　　■　　冒　　一　　■　　冒　　曽　　一　　曹 一　　骨　　胃　　鱒　　騨　　願　　一　　一　　一　　一 一　　一　　冒　　一　　冒　　一　　曹　　一　　，　　曹 一　　■　　一　　一　　一　　冒　　一　　冒　　曹　　冒 曽　　，　　，　　一　　P　　一　　一　　一　　一 ■　　一　　■　　■　　一　　■　　9　　一　　曹　　一 一　　，　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一
西団地 6．8 11 12 3 ＜0．5〈0．01＜0．010．07 0．20＜ ．01 ＜0．03＜0．1 0
北団地 6．8 10 8．5 2 〈0．5〈0．01＜0．010．05 0．06＜0．01＜0．03 0．4 0
一　　一　　一　　冒　　一　　一　　冒　　冒　　一　　曽 曹　　，　　曹　　曹　曹　　曹　　一　　，　　r　　一 ■　　■　　冒　　一　　暫　　，　　，　　一　　，　　璽 ，　P　　F　　，　　一　　一　一　　一　　■　一 一　　■　　一　　冒　　冒　　曽　　曹　　曹　　曽　　P 一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　冒　　一　　曹 曹　　曹　　暫　　一　　一　　騨　　一　　一　　一　　一
12月7日東団地 7．1 1．2 14 3 〈0，5〈0．01＜0．010．04 0．02 0．01＜0．03＜0．1 0
一　　　一　　■　　一　　一　　一　　一　　冒　　一　　■ 層　　9　　一　　闇　　”　　　F　　F　　一　　一　　一 曽　　曹　　一　　曽　　一　　一　　曽　　魑　　　曹　　9 曹　　一　　一　　一　　一　　一　，　　一　　曹　一 ，　一　　轡　需　，　　一　冒　　一　　圏　　蟹
西団地 7．1 11 13 2 0．8 0．05〈0．01 0．060．07＜0．01＜0．03＜0．1 0
北団地 7．0 20 9．2 4 〈0．5〈0．01＜0．010．09 0．09 0．03＜0．03〈0．1 0平成8年 冒　　一　　一　　■　　■　　一　　■　　一　　曹　　、 一　　一　　一　　一　　一　　一　　■　　一　　曽　　． 曹　曹　曹　　R　冒　　曾　　一　　一　　，　　一 曽　　曹　　一　　一　　一　　一　　冒　　一　　曹　　■ 一　　曹　　冒　　一　　，　　一　　｝　　一　　一　　一 ■　　盟　　r　　一　　一　　一　　一　　一　　暫東団地 7．2 6．1 9．9 5 〈0，5〈0．01 く0．01．100．04 0．04 ＜0．03＜0．1 0
1月25日 冒　　一　　冒　　，　　R　　　，　　，　　一　　一 一　　一　　一　　一　　嘗　　一　　一　　｝　　　一　　一 一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　醒 一　　一　　曹　　，　　，　　一　　一　　一　　曹
西団地 6．8 3．810 2 ＜0，5〈0．01＜0．010．070．06＜0．01〈0．03〈0．1 0
北団地 6．9 24 12 10 〈0．5＜0．01＜0．010．06 0．100．01＜0．03〈0．1 0
一　　■　　一　　，　　冒　　■　　．　　r　　爵　　噌
二二二＝一一一一曹
■　　幽　　冒　　一　　　一　　一　　一　　一　　一　　一 曽　　一　　一　　r　　＿　　＿　　■　　，　　r
2月21日東団地 7．5 3．0 7．8 1 〈0．5〈0．01＜0．010．03 0．020．01＜0．03＜0．1 0
■　　一　　冒　　曹　　曹　　一　　一　　早　　｝　　一 9　　、　　，　　一　　一　　一　　一　　一　　一　一 曹　　一　　曽　　■　　9　　曹　　¶　　曽　　，　　曽 ＿　＿　曹　　雪　　一　　一　　一　　冒　　一　　曹 曽　曹　■　　一　　一　　一　一　　■　　一　　一
西団地 6．6 7．8 9．1 1 〈0．5＜0，01＜0．010．06 0．08＜0．01 〈0．03〈0．1 0
北団地 6．7 22 11 10 〈0．5＜0．01＜0．010．080．10 0．03＜0．03＜0．1 0
一　　　一　　一　　一　　一　　一　　，　　一　　一　　一 一　　一　　一　　■　　一　　一　　一　　■　　冒　　一
二二＝＝一一一＿一
，　　，　　一　　P　　胃　　F　　一　　一　　一 曹　　・　　曽　　，　　一　　一　，　一　一　一 冒　　一　　一　　曹　　曹　　，　　，　　騨　　”　　， 一　　曹　　曹　　、　　曹　暫　　曹　　一　　＿ 冒　　一　　■　　■　　冒　　一　　一　　一　　曹　　一 ，　　一　　願　　■　一　　一　　曽　一　　曹　　一 一　9　　一　　■　　一　　一　　一　　一　　一　　一 一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　冒
3且7日東団地 6．6 2．0 7．0 2 0．6＜0．01 〈0．01 0．030．03＜0．01＜0。03＜0．1 0
回　　曽　　一　　噛　　一　　曽　　齢　　響　　¶　　， 一　　一　　一　　一　　暫　　一　　曽　　，　　盟　　馬 一　　｝　　一　　一　　一　　一　　一　　一　一 曽　　嚇　　r　　胴　　曹　　，　，　　一　　一　　一 曹　　■　　圏　　、　一　　一　　顧　　曽　　一 7　　｝　　一　　一　　一　　一　　r　　曹　　一　　F 一　　曹　　一　　一　　一　　一　　胃　　一　　一　　一 一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　　F
西団地 7．1 8．0 9．2 4 ＜0．5〈0．01＜0．010．07 0．08〈0．01〈0．03〈0．1 0
排　水
@一律基準
基　準 5．8
`8．6
　　160
匇ﾔ平均（120）
200
i150）
鉱物油5
ｮ植油30 5 3 5 10 10 2 15
日田平均
R000
上乗せ基準 『 30（20）50（30）70（50）一 一 一 一 一 一 一 一 一
一46一
表7－2　平成7年度　最終放流水水質分析結果
生活環境項目 有　　　　害　　　　物　　　　質　　　測定項目
@　　　　（単位）
N月日
ｨよび団地名
全窒素
rμ
全りん
rμ
カドミウム及び
ｻの化合物
rμ
シアン
ｻ合物
rμ
????六価クロム
ｻ合物
r〃
ひ素及び
ｻの化合物
繧Xμ
全水銀
r／6
ジクロロ
＝@タ　ソ
rμ
四塩化
Y　素
r／2
1，2一
Wクロエタソ
rμ
0．29
平成7年
S月20日ﾔ団地 Q4 @1．9 ｭ0．001@く0．1モO．005モO．04ｭ0．005ｭ0．0005
P　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　・　　曹　　一　　一　　雫
モO．002q0．0002q0．0004
5月18日
ｼ団地 P1 Q．1 ｭ0．001@＜0．1ｭ0．005モO．04ｭ0．005@0．0006@〇．002モO．0002ｭ0．0004
6月15日
熬c地 P5 @1．6 ｭ0．001@く0．1ｭ0．005 q0。04ｭ0。005ｭ0．0005ｭ0．002モO．0002ｭ0．0004
7月6日
竰c：地@8．6P．5 ｭ0．001@く0．1ｭ0，005ｭ0．04ｭ0．005モO．0005ｭ0．002ｭ0．0002 ｭ0．0004
8月2日
ｼ団地@7．7Q．2 ｭ0．001@く0．1@〇。010ｭ0．04モO．OG5ｭ0．0005ｭ0．002モO．0002ｭ0．0◎04
9月28日
ｼ団地@4．5@1，0 ｭ0．001@〈0．1ｭ0．005ｭ0．04ｭ0．005ｭ0．0005q0．002ｭ0．0002q0．0004
10月19日
ｼ団地@9．7
U．3－F＝＝＝＝＝一一雫智
P．6 モO，001@く0．1ｭ0．005ｭ0．04ｭ0．005ｭ0．0005ｭ0，002モO．0002 O．0004
11月9日
ｼ団地 P1 Q．1 モO．001@く0．1ｭ0．005ｭ0．04ｭ0．005ｭ0，0005ｭ0．002
く0．0002－　　一　，　r　　亀　ρ　一　　一　　P　，　　暫
q0．0002 ｭ0．0004
12月7日
ｼ団地 P1 k4ｭ0，◎01@く0．1ｭ0．005ｭ0．04ｭ0．005ｭ0．0005ｭ0．002
ｭ0．0002一　　曹　　嘗　■　　｝　　“　　，　曹　一　　冒　　一　　｝
モO．0002ｭ0．0004
平成8年
P月25日
ｩ団地一　　r　　，　　■　■　　一　　曹　一　　曹　　一
ｼ団地 P1 @く0．1ｭ0．005ｭ0．04
ｭ0。005一　　，　ρ　　暫　　一　　一　　一　　醒　　骨　曹　一　冒
ｭ0．005ｭ0．0005ｭ0．002
＜0。0002一　　暫　噛　　一　　願　・　　一　　一　幽　　一　　P　　一
q0．0002
　0．0016曹　曹　　一　　一　　一　　甲　一　　圏　　曹　ρ　一　　一
ｭ0．00041．2 ＜0．001
2月21日
ｼ団地 P3 P．5 モO．001@〈0．1ｭ0．005 ｭ0．04ｭ0．005ｭ0．0005ｭ0．002
＜0．00027　　一　　曹　　一　　一　　，　9　　曹　曹　冒　　一　　一
ｭ0．0002 ｭ0，0004
3月7日ｩ団地一　　曹　一　　一　　一　　F　　轡　曽　　ρ　　一
ｼ団地 P2 Q．1 q0．001@く0．1ｭ0．005 ｭ0．04 ｭ0．0050．00
ｭ0．001曹　，　曹　醒　冒　一　　一　　，　　・　　一　　一　　一
ｭ0．001ｭ0．0002q0．0004
排　水　基　準
@一律基準
120
i60）
16
i8） 0．1 1 0．1 0．5 0．1 0，005 0．2 0．02 0．04
上乗せ基準 一 5 一 一 一 一 一 一 一 ｝ 一
一47一
表7－3　平成7年度　最終放流水水質分析結果
測定項目 有
?
物 質
年月口
（単位） 1，1一
Wク叩エチレン
シスー1，2一
Wクロロエチレン
1，1，1一
gリクロロエタン
1，1，2一
gリク叩エタン
トリクロロ
Gチレン
テトラクロロ
Gチレンシマジン ベンゼン セレンおよび団地名 ㎎μ ㎎μ ㎎〃 mgμ ㎎μ ㎎〃 ㎎μ mgμ ㎎μ
平成7年
　0．003一　一　　｝　　一　一　　一　　一　　■　　髄　，　需　　一　　一
東団地 ＜0．002 ＜0．004＜ ．0005＜0．0006＜0．002＜0．0005＜0．0003＜0．001 ＜0．0024月20日 曹　　一　　曽　　一　　一　　曽　一　　一　　一　　一　　一　　｝　　r 一　　冒　　■　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　，　　雫　　■　　一 9　　曹　　一　一　　一　　一　　一　　r　　一　　，　　曹　　曹　　一 ，　　曹　　弓　　”　　雫　　一　　一　　一　　一　曽　　■　　一　　蟹 匿　　幽　　一　　・　　一　　一　　一　　一　　曹　　曹　曽　　＿　　曹西団地 〈0．002 ＜0．004＜ ．0005＜0．0006＜0．002＜0．0005〈0．0003＜0．001＜0．002
北団地 ＜0．002 ＜0．004＜ ．0005＜0．0006＜0．002＜0．0005〈0．00030，001＜0．002
冒　　一　　■　　■　　　一　　一　　一　　幽　　一　　冒 一　　一　　幽　　一　　一　　曹　　一　　一　　一　　　一　　■　　一　　一 ■　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　曽　　一 一　　一　　一　　一　　一　　一　　｝　　冒　　一　　層　　曹　　一　　曽 曹　　一　　曹　　一　　一　　一　　一　　曽　　一　　曹　　一　　，　　騨
5月18日東団地 ＜0．002＜0．004＜0．0005 ＜0．0006＜ ．002＜0．0005〈0．0003＜0．001＜0．002
層　　，　　甲　　一　　　．　　曹　　冒　　冒　　冒　　一 層　　一　　冒　　一　　喩　　曹　　冒　　一　　■　　一　　一　　一　　曹 一　　曹　　9　　曹　　薗　　暫　　曽　　一　　曽　　冒　　一　　一　　冒 曹　　一　　一　　曹　　曹　　幽　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一 ，　　甲　　層　　曹　　，　　曹　　幽　　幽　　幽　　一　　一　　一　　一 一　　一　　”　　，　　曾　　一　　曹　　曹　　一　　一　　■　　一　　曽 一　　一　　曹　　一　　一　　一　　一　　冒
西団地 ＜0．002〈0。004 ＜0．0005＜ ．0006 ＜0．002＜0．0005＜0．0003＜0．001＜0．002
北団地 ＜0。002 ＜0．004＜ ．0005＜0，0006＜0．002＜0．0005〈0．00030，047 ＜0．002
一　　一　　一　　■　　一　　一　　一　　一　　曹　　一 一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　　雫　　一　　一　　｝ 雫　　冒　　騨　　，　　層　　，　　層　　層　　雪　　冒　　曹　　一　　曹 ”　　騨　　P　　冒　　一　　曹　　曹　　曹　　曹　　一　　曹　　曽　　口
6月15日東団地 〈0．002 ＜0．004＜ ．0005＜0．0006〈0．002＜0．0005＜0．0003＜0．001 ＜0．002
暫　　曹　　髄　　一　　　曹　　曽　　一　　幽　　一　　曹 曹　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　■　　一　　一　　一　　一 雪　　曾　　一　　一　　一　　暫　　一　　一　　一　　■　　一　　一　　一
西団地 ＜0．002 〈0．004 ＜0．0005〈0． 06＜0．002＜0．0005 ＜0．0003 ＜0．001〈 2
北団地 ＜0．002 ＜0．004 ＜0，0005＜0． 06 ＜0．002〈0．0005＜0．00030，008＜0．002
曹　　曽　　一　　曽　　■　　冒　　曹　　一　　冒　　一　　　一　　一　　■ ，　　曹　　一　　曽　　曹　　一　　一　　一　　曽　　一　　一　　一　　一 ・　　一　　一　　暫　一　一　　一　　一　　一　　一　　｝　　，　　一
7月6日東団地 ＜0．002 ＜0．004＜ ．0005＜0．0006〈0．002〈0．0005＜0．0003＜0．001＜0．002
，　　層　　，　　曹　　曹　　一　　曽　　一　　曹　　曹　　一　　，　　一 曹　　曽　　曹　　暫　　曽　　一　　曽　　曽　　一　　一　　冒　　一　　一 一　　一　　一　　F　　一　　一　　騨　　一　　，　　，　　｝　　¶　　曹 曹　　一　　一　　曹　　一　　曹　　，　　曽　　暫　　一　　曹　　一　　冒 ，　　雪　　曹　　一　　，　　一　　一　　一　　璽　　一　　一　　一　　一
西団地 く0．002 ＜0．004＜ ．0005＜0．0006＜0．002＜0．0005 ＜0．0003〈 ．001 ＜0．002
北団地 ＜0．002〈0．004＜0．0005＜0．0006＜0．002く0。0005＜0．00030，003＜0．002
一　　一　　一　　一　　辱　　辱　　一　　一　　願　　　，　　一　　一　　一 甲　　　｝　　一　　層　　鴨　　，　　胃　　曹　　冒　　，　　一　　一　　曾 謄　　一　　9　　一　　讐　　曹　　曽　　一　　冒　　曽　　曹　　一　　■ 一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　雫　　F　　｝　　｝ ，　　騨　　一　　騨　　曹　　曹　　一　　曹　　曽　　一　　曹　　一　　麿 曹　　曹　　9　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　　一　　一　　一
8月2日東団地 ＜0．002〈0．004 ＜0。0005＜ ．0006 ＜0．002〈0．0005 ＜0．0003＜ ．001 ＜0．002
一　　一　　一　　｝　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　願　　一 甲　　一　　｝　　一　　一　　，　　，　　胃　　”　　　一　　一　　曹　　騨 謄　　一　　曹　　一　　曹　　一　　冒　　冒　　冒　　曹　　・　　■　　■ 一　　F　　｝　　一　　一　　P　　｝　　，　　｝　　，　　7　　，　　曹 闇　　曹　　一　　曹　　嘗　　・　　■　　冒　　幽　　幽　　一　　一　　一 ，　　冒　　”　　讐　　曹　　曽　　一　　曽　　一　　曹　　曽　　曹　　曹 一　　冒　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　“　　一　　一　　9　　一
西団地 〈0．002＜0．004＜0．0005〈0．0006〈0．002＜0．0005〈0．0003＜0．001〈0．002
北団地 ＜0．002 〈0．004 ＜0．0005〈0． 06〈0．002＜0．0005＜0．0003＜0．001〈0．002
一　　一　　ロ　　一　　一　　曹　　一　　一　　幽　　■　　嘗　　謄　　一 一　　曽　　一　　暫　　一　　一　　一　　一　　■　　一　　｝　　一　　一 曹　　曹　　一　　曹　　一　　曹　　一　　一　　暫　　曹　　富　　曽　　幽 ｝　　層　　瞬　　一　　層　　9　　一　　一　　一　　一　　一　　曹　　一 一　　■　　一　　F　　一　　，　　7　　，　　響　　旧　　一　　一　　開
9月28日東団地 ＜0．002＜0．004〈0．0005＜0．0006〈0．002＜0．0005＜0．0003〈0．001 ＜0．002
一　　一　　，　　一　　一　　”　　胃　　，　　瞬　　一　　曹　　■　　曹 雪　　曹　　一　　一　　一　　一　　一　　9　　一　　一　　曽　　一　　一
西団地 ＜0。002 ＜0．004〈 ．0005 ＜0．0006＜ ．002＜0．0005＜0．0003＜0．001 ＜0．002
北団地 ＜0．002 ＜0．004＜ ．0005＜0．0006〈0．002＜0．0005＜0．00030，010＜0．002
一　　一　　願　　，　　，　　闇　　，　　一　　鴨　　膠 胃　　曹　　一　　，　　一　　一　　曹　　一　　曹　　曹　　一　　　一　　曹 曹　　圏　　曹　　曽　　一　　一　　嘗　　讐　　冒　　一　　曽　　一　　一 一　　，　　一　　一　　一　　一　　一　　早　　，　　一　　一　　刷　　冒 冒　　一　　，　　曹　　曹　　，　　曹　　一　　一　　9　　一　　一　　一 一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一 ，　　，　　，　　一　　一　　一　　　P　　，　　，　　，　　一　　曾　　曹 一　　一　　一　　一　　一　　一　　“　　一　　冒　　一　　一　　一　　一
10月19日東団地 ＜0．002 ＜0．004＜ ．0005＜0。0006＜0．002＜0．0005＜0．0003＜0．001 ＜0．002
冒　　一　　一　　曽　　一　　　一　　一　　一　　一　　■ ，　　｝　　騨　　，　　辱　　｝　　，　　響　　胃　　冒　　，　　，　　曹 曹　　一　　一　　曹　　■　　一　　一　　一　　一　　一　　嘗　　暫　　幽 一　　一　　一　　一　　■　　一　　幽　　一　　一　　■　　一　　■　　一 一　　■　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　胃　　甲 曹　　一　　一　　雪　　曽　　曹　　虚　　一　　冒　　幽　　曹　　一　　■ 曹　　曹　　一　　一　　一　　一　　一　　一　一　　，　　r　　一　　幽
西団地 〈0．002 ＜0．004＜ ．0005＜0．0006＜0．002＜0．0005〈0．0003＜0．001＜0．002
北団地 ＜0．002 ＜0．004＜ ．0005＜0．0006＜0．002＜0．0005＜0．00030，042＜0．002
一　　　一　　｝　　｝　　一　　響　　騨　　，　　，　　曹 一　　一　　一　　曹　　曹　　一　　冒　　一　　曹　　曹　　一　　9　　一 一　　一　　｝　　一　　一　　一　　｝　　一　　7　　一　　，　　騨　　響 ，　　，　　胃　　一　　冒　　層　　一　　冒　　，　　一　　冒　　一　　曹 曹　　一　　一　　謄　　曹　　嘗　　幽　　一　　一　　一　　一　　一　　一
11月9日東団地 〈0．002＜0．004＜0．0005＜0．0006＜0．002＜0．0005＜0．0003く0．001 ＜0．002
一　　　一　　一　　騨　　一　　甲　　，　　一　　一　　， 層　　，　　冒　　¶　　，　　一　　一　　曹　　冒　　一　　曹　　冒　　一 一　　曹　　一　　一　　曹　　一　　一　　曹　　幽　　■　　一　　一　　■ 冒　　一　　一　　一　　一　　一　　■　　一　　一　　願　　一　　　一　　一 一　　一　　一　　P　　一　　一　　一　　願　　願　　｝　　一　　｝　　， 需　　冒　　層　　，　　，　　謄　　■　　一　　9　　一　　一　　曹　　一 ■　　■　　一　　一　　一　　一　　一　　■　　一　　一　　｝　　｝　　甲 一　　，　　層　　曾　　一　　一　　曹　　曹　　一　　曹　　一　　曹　　9
西団地 ＜0．002 ＜0．004＜ ．0005 ＜0．0006＜ ．002＜0．0005＜0．0003＜0．001 ＜0．002
北団地 〈0．002 〈0．004 ＜0．0005＜0． 06〈0．002＜0．0005＜0．00030，005＜0．002
一　　一　　一　　一　　騨　　，　　，　　，　　雪　　糟　　冒　　騨　　冒 ¶　　一　　曹　　曹　　一　　曹　　曽　　嘗　　一　　曽　　嘗　　虚　　一
12月7日東団地 〈0．002 ＜0．004 ＜0．0005 ＜0．0006〈0．0 2＜ ．0005＜0．0003＜0．001〈0．002
曽　　回　　一　　一　　■　　一　　一　　，　　，　　冒
西団地 ＜0．002 ＜0．004＜ ．0005 ＜0．0006〈 ．002＜0．0005＜0．00030，002＜0．002
北団地 〈0．002＜0．004＜0．0005〈0．0006＜0．002〈0．0005〈0．00030，034＜0．002平成8年 一　　一　　一　　甲　　｝　　，　　9　　曹　　一　　一 ■　　一　　一　　F　　｝　　｝　　層　　，　　曹　　一　　曹　　一　　嘗 一　　，　　一　　曹　　璽　　一　　曹　　一　　■　　■　　一　　一　　■ 一　　一　　曽　　匿　　一　　一　　9　　一　　曹　　一　　嘗　　嘗　　一 一　　一　　幽　　一　　曹　■　　一　　一　　一　　一　　｝　　層　F ，　　雫　　刷　　一　　一　　曹　　冒　　一　　一　　一　　一　　一　　一東団地 ＜0．002 ＜0．004＜ ．0005＜0．0006＜0．002〈0．0005く0．0003＜0．001＜0．0021月25日一　　一　　回　　一　　一　　一　　一　　■　　一　　一 層　　一　　層　　層　　冒　　曹　　一　　一　　一　　一　　一　　　一　　一 ■　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　， 一　　糟　　，　　需　　，　　一　　一　　曹　　璽　　9　　曽　　噛　　一 一　　一　　願　　一　　一　　一　　一　　胃　　，　　層　　一　　一　　暫 一　　一　　一　　一　　一　　響　　，　　一　　一　　曽　　一　　■　　一
西団地 ＜0．002 ＜0．004＜ ．0005＜0．0006＜0．002＜0．0005＜0．0003〈0．001＜0．002
北団地 〈0．002 ＜0．004〈 ．0005＜0．0006＜0．002＜0．0005 ＜0．0003．14 〈0．002
一　　一　　一　　早　　一　　，　　檜　　，　　響　　冒 一　　騨　　，　　一　　，　　願　　｝　　冒　　層　　騨　　曹　　，　　曹 一　　一　　一　　■　　幽　　一　　■　　■　　一　　一　　一　　一　　一 雫　　一　　，　　，　　｝　　，　　¶　　，　　一　　曹　　■　　一　　一
2月21日東団地 ＜0．002＜0．004＜0．0005＜0．0006＜0。002＜0．0005＜0．0003〈0．001＜0．002
，　　一　　一　　一　　曹　　曽　　一　　一　　冒　　曹　　一　　一　　曹 盟　　騨　　曹　　，　　胃　　一　　一　　一　　騨　　糟　　，　　需　　曹 層　　檜　　曽　一　一　　一　■　一　　一　　r　　－　r　　一
西団地 ＜0．002 ＜0．004＜ ．0005＜0。0006＜0．002＜0．0005＜0．0003＜0．001＜0．002
北団地 〈0．002 ＜0．004＜ ．0005く0．0006＜0．002＜0．0005 く0．0003，002 〈0．002
曽　　曹　　曹　　曹　　暫　　一　　曹　　一　　■　　　営 一　　一　　冒　　一　　一　　■　　曽　　曹　　一　　盟　　，　　，　　騨 一　　一　　一　　一　　一　　願　，　層　　一　　一　　一　騨　　一
3月7日東団地 〈0．002 ＜0．004＜ ．0005＜0．0006〈0．002＜0．0005 ＜0．0003＜ ．001＜0．002
一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　曽　　曹　　曹　　曹　　髄　　曹 暫　　暫　　一　　一　　一　　一　一　一　　P　　曹　　一　一　＿
西団地 ＜0．002＜0．004＜0．0005＜0．0006＜0．002＜0．0005 ＜0．0003＜ ．001 ＜0．002
排　水
@一律基準
基　準 0．2 0．4 3 0．06 0．3 0．1 0．03 0．1 0．1
上乗せ基準 一 一 一 一 一 一 一 一 一
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図4　平成7年度　津島地区総排水量・汚濁負荷量測定結果
一49一
表8　平成7年度　実験洗浄排水pH異常発生件数：
採水嚇i種別 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月12月 1月 2月 3月 計
　　　■笂`子i酸　　性、 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 01＿一一一一＿一＿
一　　暫　　　一　　曹　　曽　　盟　　一　　一　　， 一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一 一　　曹　　胃　　一　　　胴　　7　　胃　　， ”　　一　　｝　　，　　P　　，　　，　　層　　， 一　　一　一　　一　　一　　一　　冒　一 一　　冒　　　F　　F　　一　　一　　　一　　冒 暫　　一　　．　　曹　　曹　　冒　　辱　　一　　一 層　　一　　　一　　一　　一　　，　　甲　　一　　一
一　一　r　　幽　　9　　一　　曹　　一　　一　　，　　曹　　一
検水槽iアルカリ性 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1
．
教育学部i酸　　性 0 0 1 0 0 0 O 0 0 0 0 0 1
1一一．一一一一一一一．＿一
一　　一　　一　　　一　　曹　　冒　　曽　　曽 曹　　曽　　曹　　一　　，　　曹　　曹　　冒　　一 ■　　曹　　■　　一　　曽　　曽　　一　　9　　A 一　曹　虚　　嘗　　曹　　一　　冒　　一
願　　願　　一　　一　　一　　一　　一　　一 一　　■　　一　　曹　　一　　冒　　嚇　　曹　　一 ｝　　一　　■　　■　　一　■　　■　　一　　一 一　　一　　　嘗　　・　　曽　　9　　曹　　曽 ，　　ロ　　「　　一　一　　層　　，　　一　　曹　一　　一　　曾
1
検水槽iアルカリ性　　　o 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
1
理学部i酸　　性 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 11＿一一＿＿＿一．
P　　，　　一　　一　　一　　　一　　一　　一　　一 一　　一　　■　　冒　　冒　　一　　．　　曹 ，　　，　　冒　　一　　雫　　P　　｝　　｝ ，　　”　　，　　一　　一　　一　　一　　一　　■ 一　　暫　一　　麓　　，　　曹　　¶　　冒 一　　一　　一　　一　　曽　　曽　嚇　　9　　， 一　　，　　騨　　｝　　，　　一　　，　　， 一　一　　r　　一　　一　　一　一　　，　　一　　一　　一　　一
1
検水槽iアルカリ性 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1?
【
薬学部1酸　　性 2 1 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 4レー一一＿＿一一一一一
一　　一　　一　　一　　髄　　曹　　，　　冒　　F 一　曽　　一　　圏　響　　謄　　．　　曹　　， 刷　　騨　　　騨　　7　　，　　一　　一　　層　　辱 ■　　■　　冒　　一　　一　　冒　　暫　　■ 一　　一　　謄　　一　　一　　｝　　謄　　冒　　層 一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　■ 一　　一　　　一　　一　　一　　一　　9　　曽 曹　　一　　一　　曹　　，　　騨　　櫓　　　一　　一 一　　　，　　一　　一　　一　　一　　騨　　一　　一
一　　一　　r　　一　　■　　■　　一　　幽　　一　　一　　曽　　嘗
1
検水槽iアルカリ性 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
1
?
工学部i酸　　性 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0｝＿一＿＿＿一 一　　一　　一　　■　　一　　一　■　　曽　　曹 曽　　暫　　　，　　曹　　曹　　，　　，　　一 一　一　　一　－　＿　　一　　■　　一　　曹 曹　　冒　　　一　　曽　　9　　一　　曹　　檜　　曽 9　　嘗　　r　　’　　冒　　一　胴　”　早 一　　冒　曹　　一　　曹　　一　　馬　　9　　曾 層　　一　　層　　｝　　，　　層　　　，　　F　　一 ，　　，　　一　　辱　　一　　一　一　一　　一　一　　一　　一
．
検水槽iアルカリ性　　　… 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
，
農学部i酸　　性 0 0 0 0 0 0 0 0 1 2 0 0 3
1＿＿＿．一＿一 －　　曹　　曹　　一　　曹　　，　　一　　一 一　冒　　一　　曽　　曹　　轡　　曽　　，　　’ 冒　　曹　　，　　ρ　　，　曾　一　一　， 一　　一　　■　　冒　　一　　一　　r　　一　　曹 一　　，　　曹　　冒　　，　　一　　騨　　雫　　一 一　　一　　一　　一　　一　　｝　　一　　雫 雫　　魑　　甲　　，　　一　一　　一　　一　　一　一　　一　　一
9
検水槽iアルカリ性　　　… 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
1
一般教育棟i酸　　性 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
1一一一一＿一一…一
雫　一　　一　　寧　　一　　｝　　一　　一　　一 一　　一　　一　　冒　　■　　冒　　冒　　曽　　， 雪　　一　　，　　一　　一　　，　　一　　一 ，　，　　7　　辱　　一　　一　一　　一　　一　　一　　一　　一
1
検水槽iアルカリ性　　　… 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
　　　1蜉w院i酸　　性 1 0 0 0 0 0 0 0 2 0 0 0 3
トー一一一一一一一一一一…
虚　一　　曹　　冒　　一　　一　　「　　曹　　冒 曽　　一　　曹　　曹　　9　　・　　　需　　層 曹　　騨　　，　　｝　　一　　一　　一　　一　　一 一　　■　　一　一　　一　冒　冒　一 F　　，　　，　　，　　，　　願　　【　　r　　一 一　　幽　　曹　　一　　一　　　■　　9　　9 一　－　　暫　曽　　冒　　曹　一　　曹　　■　　一　　，　　胃
?
検水槽iアルカリ性 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
，
計 4 1 1 0 1 1 0 0 3 2 0 1 14
水素イオン濃度（pH）許容限度：5．8以上　8．6以下（海域以外の公共用水域に排出させるもの）
一50一
???
表9　平成7年度　共同業務における配管ルー一口等点検結果及び処置状況
部　　局　　名 実施日時 部局参加者 点検系統 点　　　　検　　　　状　　　　況 pH計 ポンプ盤 回答書の主な内容等
文・法・経済学部
8／24（木）14：00～14：20内田　和子
恆縺@伸正 生活系 特に問題点はなかった。 一 異常無し 一
項　　育　　学　　部 8／23（水）P4：00～15：15
仁井　一郎
R川　陽市
ﾐ山　清志　他5名
洗浄系
ｶ活系
毎年同じ場所で沈殿物の堆積および排水の汚れが目立つ配管経
Hがあるので抜本的な対策が望まれる。
√ｹ浄化槽からの処理水配管経路が根詰まり，改修を要する。
異常無し 異常無し
教職員による清掃を行い，注意
?ｫ起した。
ｪ詰まりは撤去した。
理　　　学　　　部
8／24（木）9：30～10：20岡田　美徳
X繁　文雄　他1名 洗浄系
汚泥が堆積している桝が多いQ毎年同じ配管経路で汚泥の堆積が目立つので抜本的な対策が望まれる。
異常無し 異常無し 業者による清掃を実施した。
薬　　　学　　　部
8／22（火）9：30～10＝20杉本　幸雄
ﾔ松　敬信　他2名 洗浄系 定期的な清掃等によって汚泥の堆積等は，少なくなった。 異常無し 異常無し 一
工　　　学　　　部 8／25（金）X：20～11：20田淵　捷二　他2名 洗浄系
毎年同じ場所で多量の汚泥が堆積していた。また非常に汚れた
r水が溜まっていたり油分が混入している桝があった。該当す
髣ｬしの使用者への現状把握や抜本的な対策が望まれる。
異常無し 異常無し
汚泥の除去作業を実施した。油
ｪの排出源に対しても注意を喚
Nした。
農　　　学　　　部
8／21（月）14：00～14：50高畑　京也
ﾀ藤　仁志　他2名 洗浄系
定期的な清同等によって汚泥の堆積量は，少なくなったが，少
ﾊの沈殿物が堆積していたり，洗剤，汚水が流入している桝が
?ﾁた。動物舎からの生活排水の流出経路の点検を要する。
異常無し 異常無し
汚泥は除去し，各種委員会を通
ｶて注意を喚起した。
ｮ物舎についても注意した。　　　　　　　，
一　般　教　育　棟
@　　（教務企画室）
8／23（木）
X：30～10：20大島　康男 洗浄系
定期的な清掃等で汚泥の堆積は，少なくなったが，生活排水が
ｬ入している桝があるので配管替えを要する。 異常無し 異常無し
清掃を実施した。生活排水の流
?ﾓ所については，改修等の対
??ｦ議する。
事　　　務　　　局
8／22（火）10：30～10：40
山本　隆光 生活難 特に問題点はなかった。 一 異常無し 一
学　　　生　　　部
8／22（木）14＝50～15：35
小河　敬一 生活歯 全ての食堂・喫茶の油水分離業について定期的な点検と窒素及ﾑリンの排出濃度抑制の対策が望まれる。 『 異常無し
清掃を実施し，さらに定期的な
ｴ掃等を行うように指導。洗剤
ﾍ無リソの物を使用している。
附　属　図　書　館
8／24（木）14：25～14：40
古谷野千秋 生活系 特に問題点はなかった。i裏側増設工事のため仮配管） ｝ 一 一
保健管理センター
8／22（水）14：30～14：40
今井あゆみ 洗浄系 特に問題点はなかった。 一 一 一
総合情報処理センター
8／24（木）14：45～14：15
松尾香代子 生活系 特に問題点はなかった。 ｝ 一 一
RI共同利用@　津　島　施　設
8／24（木）10：20～10：30蜂谷鉄司
X繁　文雄　他2名 洗浄系 特に問題点はなかった。 一 一 一
大　　学　　院
@　自然科学研究科
8／23（水）15：20～15：30依馬　　正
g井　博行　他3名 洗浄系 特に問題点はなかった。 異常無し 一 一
遺　　伝　　子
@　実　験　施　設
8／22（火）10：00～10：15根岸　和雄
剿{　幸雄
ﾔ松　敬信　他2名
洗浄系 特に問題点はなかった。 異常無し 異常無し 一
詳しい点検結果については各部局及び環境管理センターで記録。センターから部局へ点検結果報告書を送付。問題があった部局には，その処置状況についての回答を求めた。
